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ゼミ活動における学生指導とその成果
――フィールドワークと地域人材育成プログラム，地域総合研究所プログラムの併用

武藤　那賀子＊

1．はじめに

本報告書は，フィールドワークと地域人材育成プログラム，そして地域総合研究所プロジェクトを併用
したゼミ活動を元として，二人の学生に焦点化し，報告するものである。まず，報告者のゼミナールにお
ける2022年度の活動は以下の通りである1。

①4/29-5/1 屋久島（本坊酒造見学，縄文杉トレッキング）
②6/10 平川動物公園フィールドワーク（菖蒲祭りと『伊勢物語』「東下り」）
③6/25 石蔵ミュージアム見学
④9/5–9/8 ゼミ合宿 in 東京（貴重古典籍閲覧，島津関連地・明治建築巡り）
⑤11/12 都城（市立美術館，市立図書館，島津邸，霧島酒造）
⑥12/3 旧島津氏玉里邸庭園

上記したもののうち，①③⑤には酒造訪問が入っている。これは，報告者が，地域総合研究所のプロジェ
クト「経済・文化からみた酒と鹿児島」（2022–2023年度）の所員になっていることに関係する。指導教員
が酒造の研究をしている期間に，地域人材育成プログラムやフィールドワークを併用して，鹿児島県内の
酒造に赴くということは，知識不足の回避につながるのみならず，訪問先を増やすことに繋がるため，相
乗効果が期待できる。その最大の例は，①の屋久島でのフィールドワークである。鹿児島県民であるにも
かかわらず，県内にある世界遺産を訪問したことがない学生は多い。ただし，仙厳園や旧鹿児島紡績所技
師館（異人館）といった鹿児島市内にある施設は簡単に訪問できるため，訪問し辛い離島に着眼した。屋
久島で世界遺産登録されている箇所は縄文杉を含めた島の西側である。だが，とくに行き辛いところとい
う観点から，縄文杉トレッキングを行なうことにした。また，BS フジ「ウイスキペディア」において，
本坊酒造が屋久島でウイスキー造りを行なっていると紹介されていたため，焼酎酒造とウイスキー酒造の
2つを見学することとした。

以上を踏まえて，次節以降で学生への指導とその成果についてみてゆく。

　� 　
キーワード：学生指導，ゼミ活動，地域人材育成プログラム，フィールドワーク
　� 　
＊本学国際文化学部准教授
　� 　
1� � なお，大学院ゼミも含めると，この他に2件のゼミ活動が加わる。ただし，本報告書は，学部生のゼミ活動に焦点化したもので

あるため，院ゼミは含めない。
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2．ゼミ活動の行程表の作成

2022年度のゼミ活動において，行程表が必要となるものは，①屋久島，④ゼミ合宿 in 東京，⑤都城の3
つであった。いずれも，1人の学部3年生が担当した。この学生は，自身のパソコンを持っておらず，演習
授業の準備も大学で行なっている。しかし，演習の授業が少ないこともあり，あまりタイピングが上手で
はなかった2。この学生に，報告者は行程表の作り方を教えた。使用するものは PowerPoint で，そこで無
料のテンプレートから行程を書くのに合うものを選択する。あとは，画像の貼り方やパソコンでのスク
リーンショットの取り方等を教えた。

2-1．屋久島
年度の最初に行なったゼミ活動である屋久島の行程表については，報告者が学生の横に座り，学生がパ

ソコンを操作して作成した。この活動では，本坊酒造への訪問と縄文杉トレッキングがメインであった。
そのため，表紙には，この2つの画像に，宿泊先とフェリーの写真を載せた（【図1-1】）。どの写真を選ぶ
のかということも，話し合いながら決めていった。また，この活動の主だった目的，目的地の地図，宿泊
先の住所と連絡先，そして各必要経費を詳細に掲載するページも設けた（【図1-2】）。行程表を作成してお
らず，詳細を把握できていない学生にとっては，必要経費の詳細が分からなければ不安／不満が出てくる
可能性がある。そのため，フェリー代のみならずトレッキング道具一式，入山料等，調べていなければわ
からないことは全て，金額とともに掲載する必要がある。そして，詳細な行程表を掲載する（【図1-3】【図
1-4】）。屋久島は，公共交通機関があまりなく，またゴールデンウィーク期間中ということもあり，混雑
が予想された。そのため，乗り遅れがないように，詳細な行程表を作成しておく必要がある。また，縄文
杉トレッキングに行くためのバスは非常に分かりづらいため，必要な個所の路線図も掲載した。最後に，
持ち物リストとバスの時刻表を掲載した（【図1-5】）。離島であること，ゴールデンウィーク期間中である
ということから，現地の店舗で調達するという選択肢がないことを事前に学生たち全員に伝え，そのうえ
で最低限必要な持ち物リストを作成する。都市部での活動であれば不要であるものも全てリストに入れる
ことにした。

2  最初は両手の人差し指のみでのタイピングであった。

屋久島
合宿

2022.04.29
-05.01

MUTO
seminar

【図1-1】表紙・後表紙
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主要連絡先

民宿永久保 鹿児島県熊毛郡屋久島町船行1043-56
TEL  0997-49-7033

武藤 那賀子

李 家皓

坂口 依里菜

坂元 佑哉

横山 華菜子

福島 愛瑠

世界遺産に登録されている縄文

杉を見に行く。

（縄文杉までの交通等について

も勉強の一環）

また、屋久島にある本坊酒造で

ウイスキー製造を見学する。

（焼酎以外の酒類の製造工程を知る）

フェリー代金（往復） 10700円
トレッキング道具レンタル 4300円
登山バスチケット 2400円
屋久島文化村センター見学 600円
お弁当（30日朝昼） 1100円
入山料 1000円
宿泊料金（2泊） 9200円
合計 29300円 ＊その他バス

【図1-2】宿泊先住所，金額等

7:30 南埠頭旅客ターミナル 集合

8:30 鹿児島港発（フェリー）

12:30 宮之浦港着

12:40 屋久島観光センター

道具レンタル
登山バスチケット

13:00 屋久島文化村センター見学

永久保へ（タクシー） ＊翌日のお弁当発注

14:38 永久保発（バス、盛久神社へ）340円

15:00 本坊酒造見学

16:05 盛久神社発（バス、ボタニカルリサーチパークへ）450円

17:09 ボタニカルリサーチパーク発（安房港へ）490円

18:00 夕飯（屋久どん）

19:30 永久保へ（タクシー）

21:00 就寝

3:15 起床

4:30 永久保発（バス、屋久杉自然館へ）440円

5:00 屋久杉自然館発（バス、荒川登山口へ）

5:35 朝食

6:00 入山。世界遺産縄文杉へ

17:00 荒川登山口発（バス、屋久杉自然館へ）

18:08 屋久杉自然館発（バス、安房港へ）

Aコープ安房港で翌日の朝食購入

19:30 夕飯（定食・パスタかたぎりさん）

永久保へ（タクシーへ）

22:00頃？ 就寝

4/29 FRI 4/30 SAT

【図1-3】行程表①

7:30 起床

朝食・支度

チェックアウト

田代海岸散策（片道15分）

11:04 永久保発（バス）

11:30 昼食
Restaurant&Caffe屋久島

12:30 屋久島観光センターでトレッキング一式返却

13:30 宮之浦港発（フェリー）

17:30 鹿児島港着

【枕状溶岩】

枕のような塊が集
まってできている溶
岩。玄武岩質の 溶岩
が水中に流出したと
きに特徴的にできる
構造。表 面は水と接
触して急冷するため
に、ガラス質となり、
内部には放射状のわ
れめが発達する。俵

状溶岩。

4000年前の海底火山
の噴火によってでき、
太平洋プレートに
乗って遥か彼方から
この地までやってき

たもの。

5/1 SUN

チェック 持ち物

◎29日の朝食（食べてくる人は不必要）

◎29日の昼食（船内で食べることも可能ですが、ＧＷなので混 雑
しているかも……）

◎飲み物（ペットボトル／水筒）

◎お金（現地はクレジットカードはほぼ使用不可能）

◎雨具

貸出用のリュックに入れるゴミ袋（1枚）

歯ブラシセット

お菓子

酔い止め

ドライヤー（必要な人のみ。貸出はあります）

タオル（海岸で遊ぶとき用）

【図1-4】行程表②，バス路線図
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7:30 起床

朝食・支度

チェックアウト

田代海岸散策（片道15分）

11:04 永久保発（バス）

11:30 昼食
Restaurant&Caffe屋久島

12:30 屋久島観光センターでトレッキング一式返却

13:30 宮之浦港発（フェリー）

17:30 鹿児島港着

【枕状溶岩】

枕のような塊が集
まってできている溶
岩。玄武岩質の 溶岩
が水中に流出したと
きに特徴的にできる
構造。表 面は水と接
触して急冷するため
に、ガラス質となり、
内部には放射状のわ
れめが発達する。俵

状溶岩。

4000年前の海底火山
の噴火によってでき、
太平洋プレートに
乗って遥か彼方から
この地までやってき

たもの。

5/1 SUN

チェック 持ち物

◎29日の朝食（食べてくる人は不必要）

◎29日の昼食（船内で食べることも可能ですが、ＧＷなので混 雑
しているかも……）

◎飲み物（ペットボトル／水筒）

◎お金（現地はクレジットカードはほぼ使用不可能）

◎雨具

貸出用のリュックに入れるゴミ袋（1枚）

歯ブラシセット

お菓子

酔い止め

ドライヤー（必要な人のみ。貸出はあります）

タオル（海岸で遊ぶとき用）

【図1-5】持ち物リスト，バス時刻表

2-2．ゼミ合宿 in 東京
2022年度のゼミ合宿の行先は東京であった。公共交通機関の不便はないため，行程表の原案は学生が1

人で作成させた。学生は，屋久島での活動の際に作成した行程表とは違うテンプレートを用いていたため，
学生のオリジナリティが出ていた。とくに，表紙の画像の選択が良いと思った（【図2-1】）。ただし，活動
の目的が空欄になっていたため，報告者の方で訂正を入れた（【図2-2】）。行程表については完璧にできて
いた（【図2-3】【図2-4】）。持ち物リストは完璧であったが，地図は入れられなかったようである（【図
2-5】）。とくに，この合宿の目的地の一つである慶應義塾大学斯道文庫では，奈良時代の古典籍や史資料
を閲覧する機会があったため，閲覧に必要なものが複数あった。それらを過不足なくリストに入れられて
いたのは本人の管理の賜物であろう。地図は，入れ方が分からなかったのか，訪問先が多いためか不明で
あったため，今回は報告者が入れた（【図2-6】）。

東東京京合合宿宿
2022/9/5～9/6

今今回回のの
旅旅ププラランン

名名前前 電電話話番番号号

武藤那賀子

久保田千仁

白窪怜

坂元佑哉

横山華菜子

福島愛瑠

【図2-1】表紙，参加者一覧
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今今回回のの
旅旅ププラランン

・国立科学博物館、東京国立博物館に行く

・明治時代の建築物を見る（東京駅、東京工業倶楽部）

・島津侯爵邸を見学する（清泉女子大学）

・貴重な史料を閲覧する（慶応義塾大学）

・神田龍身先生にお会いする

・江戸東京たてもの園に行く

・『伊勢物語』「東下り」段に出てくる隅田川近辺を散策する

・皇居とその周辺を見る

名名前前 電電話話番番号号

武藤那賀子

久保田千仁

白窪怜

坂元佑哉

横山華菜子

福島愛瑠

【図2-2】訂正後

鹿児島中央駅バスターミナル 集合

6:05 鹿児島中央駅バスターミナル 出発（朝食は各自用意）

6:45 鹿児島空港着（保安検査場は7:00締切）

7:15 鹿児島空港発

8:55 羽田空港着

9:30 羽田空港第2ターミナル（モノレール660円）

10:30 神田駅（荷物をホテルに預ける）

↓ 銀座線半蔵門線（170円）

10:45 神保町（神保町巡りと共栄堂カレー）

13:30 神保町出発

↓ 都営線220円

13:55 浅草着

・言問団子（17:00閉 駅から徒歩約20分。500円）

・浅草寺（17:00閉 駅からすぐ）

18:00 駒形どぜう

19:00 土間土間 浅草店（予約済）

浅草駅

↓銀座線170円

神田駅

21:00 ホテルSUI到着

予予定定
9/5
MON

7:58 神田駅（中央線140円）

8:00 東京駅で朝食

9:20 東京駅発（山手線170円）

9:39 五反田駅

↓ 徒歩約8分

9:50 清泉女子大学着

10:00 清泉女子大学見学

11:00 五反田駅（都営浅草線 220円）

11:11 大門駅

↓

増上寺、東京タワー（見るだけ）

12:00 昼食（東京タワー周辺で行き当たりばったり）

↓慶応義塾大学まで徒歩約20分

13:30 慶応義塾大学、佐々木孝浩先生

↓

17:30 大連（夕食。予約済）

田町駅

↓山手線160円

神田駅 ※翌日の朝食を買っておく

22:30 就寝

予予定定
9/6
TUE

【図2-3】行程表①

8:48 神田駅発（JR山手140円） ※朝食は各自

8:54 上野駅着

9:00 国立科学博物館（特別展:2000円）

11:00 科博のカフェで昼食（途中退場して戻ってくるも有）

↓ 常設展→特別展〈地球館〉

13:30 東京国立博物館（特別展:一般 1500円 大学生 900円）

15:30 東京国立博物館出発

16:01 上野駅発（JR山手線170円）

16:21 目白駅着

↓ 徒歩約3分

16:25 志むら（かき氷）

↓

17:00 神田龍身先生

夕食（神田先生が予約）

22:00 就寝

予予定定
9/7
WED

9:00 ロビー集合 ※朝食各自

↓ チェックアウト手続き、荷物預ける（駅まで徒歩約5分）

9:28 神田駅発（山手線140円） ※前日までに都区内パス購入

9:30 東京駅着

10:00 スカイバス（所要時間1時間、1600円）

11:20 東京駅発（JR中央線480円 三鷹で乗り換え）

11:58 武蔵小金井駅着

↓ 武蔵小金井発のバス（100円：約5分）

12:05 江戸東京たてもの園到着 ※たてもの園内で昼食

14:15 江戸東京たてもの園前発（100円）

14:30 武蔵小金井駅着

14:42 武蔵小金井駅発（中央線480円）

15:22 神田駅着 ※ホテルで荷物受け取り

15:31 神田駅発（山手線170円）

15:46 品川駅着

15:54 品川駅発（京急線300円）

16:10 羽田空港 空港見学 ※夕飯

17:50 保安検査場

18:10 羽田空港発

20:00 鹿児島空港着

予予定定
9/8
THU

【図2-4】行程表②
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持持ちち物物

チェック 持ち物

◎5日の朝食

◎お金

◎飲み物

◎充電器

◎筆記用具（鉛筆必須）

◎汗拭き用のタオルと手を拭く用のタオル

◎マスク（予備も含め5枚くらい）

◎キャンパスノート

◎SUGOCAなどの交通系のカード

常備薬

酔い止め

日傘や日焼け止め

小型扇風機

予備の袋（図録やパンフレット用）

地地 図図

【図2-5】

地地 図図

【図2-6】訂正後

2-3．都城
都城でのフィールドワークは，日帰りのものであったため，報告者から学部生への指示は，Word での

行程表作成であった。しかし，学部生は，今までとはまた別のテンプレートを用いて PowerPoint で行程
表を作成してきた（【図3】）。

2022年 11月12日（土）
＜計画編＞
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プラン概要

右の順番で都城市内をまわる
・都城市立美術館では歌川広重の特別展
を観覧
・霧島酒造では芋焼酎の製造過程を見学
する

都城市立美術館

都城島津邸

都城市立図書館

霧島酒造

①：都城市立美術館
②：都城島津邸

③：都城市立図書館
④：霧島酒造

①

②

③

④

7:30

7:４0

９:0６

９:３0

９:４0

1１:３0

12:45

13:00

14:00

14:30

鹿児島中央駅集合

鹿児島中央駅発 きりしま４号乗車

都城駅到着

タクシー乗車

都城市立美術館到着・観覧

昼食（場所未定）

出発（徒歩約10分）

都城島津邸 見学

都城島津邸出発（徒歩約２０分）

都城市立図書館 見学

15:０0 都城市立図書館前でタクシー乗車

15:15 霧島酒造到着・見学（15：30～16：30 見学）

工場見学後、ファクトリーガーデン内を見学

17:30 タクシー乗車

17:45 都城駅到着

18:27 都城駅発 きりしま15号

19:44 鹿児島中央駅到着

【図3】都城フィールドワークのしおり

今回は，地図の挿入等も全て最初からできており，報告者の方で訂正する点はなかった。4月，9月，11
月と，一人の学部生が行程表を作成してきた過程を示してきたが，徐々に行程表の作成に慣れていってい
ることがわかる。さらに，この学部生は，4月の段階に比べ，タイピングも上手になっていた。

この学部生の指導を通して得られた成果は次の4点である。
A. 行程表を作成することにより，食事の予約や公共交通の時刻の確認の必要がある箇所が抜けている

ことに学生自身が気付ける。
B. 金銭面（宿泊費，交通費，その他）の整理を自身で行なってから教員に相談してくるため相談回数
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が減り，本人の負担も減った。
C. 行程表の作成を重ねていくなかで学生自身のミスが減り，それが結果として学生自身の自信に繋がっ

たようであった。
D. 行程表の作成をする中で，パソコンの扱い（タイピングだけではない）が格段に上がった。

3．地域人材育成プログラム

報告者のゼミナールでは，2022年度から地域人材育成プログラムに参入した。このため，この年度に2
年生であった学年が該当学年となる。地域人材育成プログラムの予算で訪問したのは，最初に掲げた①の
屋久島と⑤の都城である。

3-1. 屋久島
既述したように，屋久島では，縄文杉トレッキングと焼酎酒造およびウイスキー酒造の見学を目的とし

た。
該当学生が提出した「フィールドワーク活動記録」を見てみると，3「活動計画」は，報告者が手渡し

ていた「地域フィールド演習 実施計画書」の文言をほぼそのまま使用していた（【図4-1】）。

【図4-1】「フィールドワーク活動記録」の「活動計画」

一方，4「活動報告」は，フィールドワーク中に該当学生が取っていたメモを基に作成されていた（【図
4-2】）。



― 45 ―

ゼミ活動における学生指導とその成果

【図4-2】「フィールドワーク活動記録」の「活動報告」

ウィルソン株にある祠に対して，「屋久島の人々の畏敬の念が感じられ」という点等を見ると，報告者
が予想していた以上に見聞を広めていたことがわかる。

3-2．都城
報告者のゼミナールでは，玉里島津家の文庫を扱っている。その関係で，島津家についての見聞も広め

ることを目的としており，仙厳園や旧鹿児島紡績所技師館（異人館）関吉の疎水溝のみならず，旧島津氏
玉里亭庭園にも何度も訪れている。都城は，宮崎県ではあるものの，旧薩摩藩である。また，都城島津家
は，島津家の祖という位置付けであり，邸宅も残っている。

また，都城には「霧島酒造」がある。鹿児島県内の焼酎の酒造は中小規模が多いが，霧島酒造のそれは
大きい。この規模の違いを実感することは地域の学びに繋がる。さらに，フィールドワークを企画した時
期に，ちょうど，都城市立美術館で「東海道五十三次」の全版画を保永堂版と丸清版の2種類ずつ展示す
るというイベントが行われていた。報告者のゼミでは，最初に掲げた②の平川動物公園へのフィールド
ワーク時に『伊勢物語』「東下り」段を扱うが，これがまさに東海道の話である。加えて，④のゼミ合宿
in 東京では，東海道の端である武蔵国の何地点かも訪れている。古文で学んだ地点と，実際に訪れたこ
とのある地点が江戸時代の版画でどのように示されていたのかが分かるのみならず，全ての地点におい
て，保永堂版と丸清版の二つの版画が展示されることで，別の視点からの景色として見ることも可能とな
る。さらに，報告者のゼミナールに所属している学生の中には，司書の資格を取得予定の学生がいるため，
市立図書館としてはかなり革新的な都城市立図書館も訪問することにした。

かくして都城島津邸，都城市立美術館，都城市立図書館，霧島酒造の四か所を巡ることになったのだが，
どの順番で回るべきなのかという問題が発生する。これに関しては，都城市出身の大学院生の助力を得て，
既述した学部3年生が行程表を作成してくれた。その行程表を見て，地域人材育成プログラムの該当学生
は，何を学びに行くのかを確認し，フィールドワーク終了後に「フィールドワーク活動記録」を提出した

（【図5】）。
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【図5】「フィールドワーク活動記録」の「活動報告」

巡った箇所が多かったことと，それぞれの地点で学んだことが多かったこと，また，記述量とその内容
から，書ききれなかったことが推察される。このフィールドワークに関する活動記録に関しては，報告者
は，Word での書き込みにすれば，もっと学生自身の学びに繋がるのではないかと思う。

4．おわりに

2022年度は，報告者は，フィールドワークと地域人材育成プログラム，そして地域総合研究所プロジェ
クトを併用したゼミ活動を行なうことができた。これは，本学が地域に関する学びや研究に提供してくれ
る予算が潤沢であることを示す。ただし，予算が潤沢であるということは，それを受け取る側にも義務が
発生する。その義務は，学生側にも「フィールドワーク活動記録」を書いて提出するというものだ。義務
は義務として必要だが，それが学生自身のより深い学びに繋がらなければ意味がない。

今の学生は，基本的にスマートフォン等の機器類を持っている。「ミレニアム世代」に比べ，「デジタル
ネイティブ」や「Z 世代」は，スマートフォンの扱いには慣れているが，パソコンの扱いには慣れていな
い。加えて，レポートもスマートフォンで書いて提出する学生は少なくなく，結果として非常に短いレ
ポートが提出されることがある。短いレポートしか書けないということは，言い換えれば深く思考するこ
とができないということである。

スマートフォンの扱いに慣れているという点，およびパソコンの扱いにあまり慣れていない学生が多い
という点，そしてきちんと思考されたアウトプットを苦手とする学生が多いという点を考慮するならば，

「フィールドワーク活動記録」は Word で作成し，出力ないし PDF 化して提出するという方法に統一し
た方が良いのではないだろうか。ただし，現代は手書きをする機会が少ないことを考えると，手書きの文
章を提出させるというのも教育上必要であろう。だが，「思考すること」に重点を置くのであれば3，Word
等で長い文章を提出させるという方法を選択した方が良いのではないだろうか。以上を，2022年度の
フィールドワークの報告とする。

3  ただし，「手の開放」と「脳の開放」を考えると，手書きすることは重要である。なお，「手の開放」と「脳の開放」については，
石田英敬・東浩紀『新記号論　脳とメディアが出会うとき』（株式会社ゲンロン，2019年）の解説が面白い。


